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１．研究計画の概要 
本研究の目的は，放物型概均質ベクトル空間
(PV)について特にゼータ関数をキーワード
として，整数論，表現論，保型形式論，不変
式論など多方面からの問題意識や手法を用
いて研究し，深い整数論的結果を導くことで
ある．より具体的には，密度定理やパラメー
タ問題の証明・新しいゼータ関数の構成・保
型Ｌ関数の関数等式の証明やガンマ因子の
決定・保型形式やＬ関数の構成・Fourier 係
数の数論性の証明などに取り組む．これらの
研究成果はいずれも PV の理論による整数論
への独自の貢献となることに，その研究動機
がある． 
 
２．研究の進捗状況 
以下の４点の成果を得た． 
(1) 2 元 3 次形式の空間に付随するゼータ関
数について，大野-中川の関係式の類似が，
他の全ての整モデルに対し存在することを
発見した．重要な系として，関数等式が自己
双対化される．証明の基本方針は，もともと
の大野-中川の関係式に帰着することである．
これは，大野泰生氏（近畿大）・若槻聡氏（金
沢大）との共同研究である． 
(2) 2 元 3 次形式の空間に付随するゼータ関
数を正標数の大域体上で考察し，関数体の種
数が 0,1 の場合に大域ゼータ関数の明示公
式を得た．これは，関数等式によって分母子
の次数を決めた後，留数公式によって係数を
決定することで証明される． 
(3) 概均質ベクトル空間の自然な L関数の一
種として``軌道型 L関数''が定まることを発
見し，この研究を進めた．一般論を構築する
と共に，2 元 3 次形式の空間の場合に軌道型

L関数の解析的性質を詳しく調べた． 
(4) 次数を決めて代数体の判別式の密度を
求めることは，整数論では古典的な問題であ
る．３次の場合は Davenport-Heilbronn によ
って第１の主要項が得られており，その後の
研究により第２の主要項の存在が予想され
ていたが，この予想を解決した．証明には 2
元 3次形式の概均質ベクトル空間のゼータ関
数を用いる．また，等差数列中の判別式の分
布に偏りがでることが分かった．例えば判別
式が X 以下で a (mod 7) となる３次体の個
数の式は，a ごとに異なるものになる．これ
は上記の軌道型 L 関数が，3 次指標で捻った
ときに s=5/6での極が消えずに残ることの帰
結として得られる．分布に偏りが出ると予想
される整数論的対象はいくつか知られてい
るが，実際にその偏りが証明されるのは比較
的珍しいと思われる． 
 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している． 
（理由）上述の (2), (3) の成果は研究計画
に沿った基本的な成果だが，(1) ですべての
整モデルに対して公式を発見したこと，(4) 
で注目を集めていた未解決問題をより一般
的な形で解決し，新たな問題意識をもたらし
たことは，当初の計画以上の進展と言ってよ
いように思う． 
 
４．今後の研究の推進方策 
以下を基本課題とする． 
(1) ３次体の判別式の密度定理において，誤
差項の評価を改良する．また，相対３次拡大
の密度定理へと拡張する． 
(2) ゼータ関数の理論を余正則空間の場合



へと拡張する． 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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